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少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負担制度
２分の１復元を求める意見書

　35人以下学級については、一昨年義務標準法が改正され、小学校１学年の基礎定数化がはかられたも
のの、小学校１年生、２年生と続いてきた35人以下学級の拡充が今年度は予算措置されていない。
　社会状況等の変化により、学校は一人ひとりの子どもに対するきめ細かな対応が求められている。新
しい学習指導要領が本格的に始まり、授業時数や指導内容が増加している。日本語指導などを必要とす
る子どもたちや障がいのある子どもたちへの対応等も課題となっている。また、いじめ、不登校等生徒
指導の課題も深刻化している。こうしたことの解決にむけて、計画的な定数改善が必要である。兵庫県
としても、35人学級編制の推進等に必要な教職員定数の確保や、定数改善計画の策定を国へ要望してい
る。
　我が国は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多く
なっており、一人ひとりの子どもに丁寧な対応をおこなうためには、１クラスの学級規模を引き下げる
必要がある。文部科学省が実施した「今後の学級編制及び教職員定数に関する国民からの意見募集」で
は、約６割が「小中高校の望ましい学級規模」として、26人～30人を挙げている。このように、保護者
も30人以下学級を望んでいることは明らかである。
　子どもたちが全国どこに住んでいても､機会均等に一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請で
ある。しかし、教育予算について、ＧＤＰに占める教育費の割合は、ＯＥＣＤ加盟国（データのある31
カ国）の中で日本は最下位となっている。また、三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国負
担割合は２分の１から３分の１に引き下げられ､自治体財政を圧迫するとともに､非正規雇用者の増大な
どにみられるように教育条件格差も生じている。
　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重要であり、未来への先行投
資として、子どもや若者の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげる
必要がある。
　よって、国におかれては、２０１４年度政府予算編成において、以下の事項を実現されるよう強く要
望する。

記

１　少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並みのゆたかな教育環境を整備す　
　るため、30人以下学級とすること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国負担　
　割合を２分の１に復元すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成25年６月19日
兵庫県加古川市議会
議長　坂田　重隆

提出先：衆参両院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

　
7
月
5
日
、
加
古
川
市
立
両
荘
中
学
校
に
て

加
古
川
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
剣
道
競
技

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
育
館
の
中
は
、
大
会

に
参
加
し
た
中
学
生
剣
士
の
威
勢
の
良
い
発
声

と
竹
刀
の
交
わ
る
音
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

意 見 書
　本定例会で、意見書案１件が提出され、原案のとおり可決されました。
この意見書は、直ちに関係機関へ送付されました。

開幕！
第65回 加古

川市中学校
総合体育大

会
開幕！
第65回 加古

川市中学校
総合体育大

会

　平成25年第2回市議会定例会は、6月11日か
ら19日まで、9日間の日程で開催されました。
　風しんの予防接種に対する助成を行う予防
接種事業2,600万円を含む、総額１億3,600万

円を追加する一般会計補正予算をはじめ、条
例の改正など市長提出議案７件の審議が行わ
れ、すべて原案のとおり承認及び可決されま
した。

風しんの予防接種に係る助成事業として補正予算2,600万円を可決

編集・発行　加古川市議会事務局
加古川市加古川町北在家2000
TEL　079－427－9303

平成25年第2回
市議会定例会報
平成25年８月１日発行

No.176

【問合先】議会事務局（☎４２７・９３０３　　４２４・９０４３）

市議会 会議録検索システム
　インターネットにより、平成13年3月か
ら平成25年3月の本会議（定例会・臨時会）
の会議録が閲覧・検索できます。
◎会議録検索システムのＵＲＬ
　http://www.kensakusystem.jp/
　kakogawa/index.html　　　　　
　　　　　　

政務活動費の閲覧
　会派及び議員が行う政務活動に
対して交付されている政務活動費
の収支報告書の閲覧制度が開始さ
れます。
※閲覧の詳細が決まり次第ホーム
　ページなどでお知らせします。
　

議会インターネット録画配信
　一般質問等の模様をイン
ターネット上で、録画配信
します。
※詳細が決まり次第ホーム
　ページなどでお知らせし
　ます。　
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議
員　

公
共
交
通
空
白
地
域
（
不

便
地
域
）
の
解
消
に
向
け
た
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

市
全
体
及
び
北
部
地
域
に
お
け
る

考
え
方
は
ど
う
か
。

都
市
計
画
部
長　

市
全
体
と
し
て

は
、
「
加
古
川
市
地
域
公
共
交
通

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
で
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
公
共
交
通
の
整
備
・
導

入
の
方
針
を
具
体
的
に
示
し
、
か

こ
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
や
市
町
村

運
営
有
償
運
送
「
上
荘
く
る
り
ん

号
」
の
導
入
な
ど
、
公
共
交
通
不

便
地
域
の
解
消
に
取
り
組
ん
だ
。

北
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
加

古
川
線
各
駅
を
基
点
と
す
る
交
通

体
系
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
加
古
川
駅
北
口
及
び
神
野

駅
か
ら
県
立
加
古
川
医
療
セ
ン
タ

ー
へ
の
路
線
バ
ス
の
運
行
を
実
現

し
た
が
、
今
後
は
、
他
の
公
共
交

通
不
便
地
域
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
相
応
し
い
公
共
交
通

の
制
度
設
計
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
加
古
川
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

　

の
現
状
と
拡
充
に
向
け
た
取
り
組

　

み
に
つ
い
て

　
　

近
年
の
本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

　
　

ニ
テ
ィ
交
通
の
現
状
（
乗
客
数

　
　

の
推
移
や
収
支
率
の
状
況
）
／

　
　

日
岡―
神
野
間
の
新
駅
の
検
討

　
　

状
況
／
バ
ス
停
の
オ
ー
ナ
ー
制

　
　

度
導
入

○
高
等
学
校
学
区
拡
大
に
つ
い
て

　
　

加
古
川
市
の
生
徒
に
与
え
る
影

　
　

響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分

　
　

析
を
し
て
い
る
の
か
／
学
区
拡

　
　

大
に
お
け
る
課
題
と
課
題
解
決

　
　

に
向
け
た
取
り
組
み
／
教
職
員

　
　

の
進
路
指
導
に
お
け
る
、
保
護

　
　

者
・
生
徒
へ
の
説
明
・
指
導

○
小
中
学
校
教
職
員
へ
の
校
務
用
パ

　

ソ
コ
ン
の
配
備
に
つ
い
て

　
　

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
配
備
の
状

　
　

況
／
100
％
整
備
に
向
け
た
明
確

　
　

な
整
備
計
画

議
員　

道
路
は
産
業
を
支
え
る
根

幹
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
緊
急
輸

送
路
と
し
て
市
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
ひ
と
た
び
陥
没
事

故
等
が
発
生
す
れ
ば
、
緊
急
活
動

や
経
済
活
動
に
大
き
な
障
害
と
な

る
た
め
、
予
防
保
全
的
に
市
内
全

域
を
総
点
検
し
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
補
修
計
画
を
立
て
、
継
続
的

に
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

本
年
二
月
に
国
か
ら

「
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
要
領
」

が
打
ち
出
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、

こ
れ
を
受
け
、
影
響
が
大
き
い
幹

線
道
路
を
抽
出
し
、
「
路
面
の
ひ

び
割
れ
率
」
「
わ
だ
ち
掘
れ
量
」

及
び
「
平
坦
性
」
な
ど
を
測
定
す

る
路
面
の
性
状
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
路
面
調

査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
的
な
空
洞
調
査
を

実
施
し
、
陥
没
の
予
防
措
置
を
適

切
に
講
じ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
路
面
下
等
の
空
洞
調
査
及
び
対
策

　

に
つ
い
て

　
　

路
面
下
等
の
空
洞
化
の
危
険
性

　
　

に
対
す
る
認
識
／
本
市
の
水
道

　
　

管
・
下
水
道
管
の
現
状
と
老
朽

　
　

化
対
策
／
予
防
保
全
と
し
て
の

　
　

橋
梁
床
版
の
陥
没
防
止
対
策
／

　
　

緊
急
輸
送
路
や
幹
線
道
路
、
防

　
　

災
上
必
要
な
道
路
の
空
洞
調
査・

　
　

補
修
／
空
洞
調
査
技
術
に
つ
い

　
　

て
の
認
識
と
評
価

○
障
が
い
児
の
通
学
支
援
事
業
に
つ

　

い
て

　
　

特
別
支
援
学
級
、
学
校
・
園
へ

　
　

の
通
学
方
法
の
現
状
／
加
古
川

　
　

養
護
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

　
　

用
の
現
状
と
保
護
者
の
送
迎
負

　
　

担
に
対
す
る
見
解
／
通
学
時
に

　
　

お
け
る
障
が
い
児
の
安
全
確
保

　
　

と
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

　
　

た
め
の
障
が
い
児
通
学
支
援
事

　
　

業
の
導
入

議
員　

五
月
八
日
か
ら
十
八
日
に

か
け
て
、
マ
リ
ン
ガ
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
四
十
周
年
記
念
の
訪
問

事
業
の
旅
費
に
つ
い
て
、
観
光
旅

行
に
公
費
を
支
出
で
き
る
の
か
。

企
画
部
長　

マ
リ
ン
ガ
市
と
は
、

姉
妹
都
市
提
携
を
行
っ
て
以
来
、

四
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
教

育
や
文
化
、
経
済
な
ど
数
多
く
の

分
野
で
交
流
を
重
ね
て
き
た
。
今

回
の
マ
リ
ン
ガ
市
訪
問
に
つ
い
て

は
、
本
市
が
、
こ
の
た
び
の
四
十

周
年
を
記
念
し
、
両
市
の
さ
ら
な

る
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
訪
問
団
を
組
織
し
、
派
遣
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
訪

問
は
、
マ
リ
ン
ガ
市
の
み
な
ら
ず

ブ
ラ
ジ
ル
国
の
自
然
、
文
化
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
総
合
的
に
体
験

し
、
学
習
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
り
、
観
光
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、
公
費
負
担
は

適
正
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
マ
リ
ン
ガ
市
訪
問
の
旅
費
に
つ
い

　

て

　
　

事
業
の
目
的
、
事
業
の
内
容
、

　
　

具
体
的
な
行
程
、
旅
費
の
積
算

　
　

根
拠
、
事
業
効
果
／
議
員
団
の

　
　

行
程
を
同
一
に
し
た
理
由
／
今

　
　

回
の
公
費
負
担
は
適
正
で
あ
る

　
　

の
か
／
公
費
を
返
還
す
る
場
合

　
　

の
手
続
き

議
員　

こ
の
度
の
個
人
情
報
漏
え

い
事
件
は
、
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
管
理
が
さ
れ
て
い
る
中
で
発
生

し
た
重
大
な
事
件
で
あ
る
。
そ
の

要
因
分
析
及
び
絶
対
に
再
発
さ
せ

な
い
た
め
の
具
体
的
な
対
策
は
ど

う
か
。

総
務
部
長　

今
回
の
事
件
発
生
の

主
要
因
は
、
職
員
の
公
務
員
倫
理

意
識
の
欠
如
と
と
も
に
、
情
報
管

理
に
対
す
る
意
識
が
低
か
っ
た
た

め
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
職
員

の
情
報
管
理
に
関
す
る
意
識
を
よ

り
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

研
修
に
よ
る
職
員
の
意
識
向
上
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ

い
て
は
、
全
職
員
を
対
象
と
す
る

公
務
員
倫
理
研
修
を
は
じ
め
、
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
課

等
の
管
理
責
任
者
に
対
す
る
研
修

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
は
、
職
場
に
お
け
る
職
員
倫

理
研
修
や
階
層
別
職
員
研
修
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
注
意
喚

起
を
行
う
な
ど
、
公
務
員
と
し
て

の
倫
理
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
さ
ら
に
、
住
民
情
報
シ

ス
テ
ム
利
用
に
関
す
る
実
態
調
査

や
シ
ス
テ
ム
操
作
記
録
の
抜
き
打

ち
チ
ェ
ッ
ク
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
も
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
、
認
証
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
先
進
事
例
等
を

研
究
し
、
よ
り
有
効
な
再
発
防
止

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
個
人
情
報
漏
え
い
事
件
対
策
に
つ

　

い
て

　
　

誓
約
書
制
度
の
導
入
の
考
え
方

○
法
華
山
谷
川
水
系
治
水
対
策
に
つ

　

い
て

　
　

た
め
池
お
よ
び
圃
場
に
よ
る
貯

　
　

留
対
策
／
鼎
排
水
機
場
の
ポ
ン

　
　

プ
能
力
ア
ッ
プ
と
必
要
稼
働
時

　
　

の
条
件
整
備

議
員　

待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
、

法
人
保
育
園
の
増
改
築
な
ど
で
定

員
増
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、評
価
し
て
い
る
。し
か
し
、

公
立
保
育
所
を
次
々
に
民
間
移
管

す
る
の
で
は
な
く
、
市
の
責
任
で

公
立
保
育
所
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
保
育
所

に
必
要
な
費
用
は
市
が
全
額
責
任

を
持
つ
こ
と
が
公
的
責
任
と
考
え

る
。
子
ど
も
達
が
す
く
す
く
と
成

長
発
達
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、

市
の
責
任
に
お
い
て
認
可
保
育
所

の
増
設
を
求
め
る
が
見
解
は
ど
う

か
。

福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
「
安
心

こ
ど
も
基
金
」
を
活
用
し
た
施
設

整
備
の
実
施
と
と
も
に
、
各
社
会

福
祉
法
人
に
定
員
の
見
直
し
を
働

き
か
け
て
き
た
。
今
後
は
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
が
本
格
施
行

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き

施
設
整
備
や
定
員
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

個
人
情
報
漏
え
い
事
件
の

　

再
発
防
止
の

　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
安
田
　
実
稔
　
議
員

市
内
全
域
の
路
面
下
空
洞

調
査
の
実
施
と
補
修
計
画

　

の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
小
林
　
直
樹
　
議
員

認
可
保
育
所
の

　

増
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
高
木
　
英
里
　
議
員

北
部
地
域（
神
野・山
手・

西
条
山
手・八
幡
な
ど
）の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
拡
充
を

　
　
　
　
畑
　
広
次
郎
　
議
員

マ
リ
ン
ガ
市
訪
問
の

　

旅
費
に
つ
い
て

　
　
　
　
末
澤
　
正
臣
　
議
員

▲上荘くるりん号

一 般
質 問

　
六
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問

に
は
、
八
人
の
議
員
が
壇
上
に
立
ち
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
活
発
な
質
問
を

展
開
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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そ
の
他
の
質
問
項
目

○
市
内
保
育
所
の
現
状
と
今
後
に
つ

　

い
て

　
　

保
育
所
の
入
所
待
ち
の
現
状
／

　
　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
所

　
　

の
受
け
入
れ
／
保
育
所
へ
の
株

　
　

式
会
社
参
入
の
問
題
点

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
　

要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
サ
ー
ビ

　
　

ス
の
保
障
／
ヘ
ル
パ
ー
支
援
で

　
　

の
時
間
短
縮
の
状
況

○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
　

窓
口
負
担
の
減
免
制
度
の
拡
充

　
　

／
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

　
議
員　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
よ

る
シ
ョ
ッ
ク
症
状
の
可
能
性
の
あ

る
児
童
・
生
徒
が
自
己
注
射
薬
で

あ
る
エ
ピ
ペ
ン
注
射
器
を
学
校
に

持
参
し
た
場
合
、
受
け
渡
し
管
理

者
や
保
管
場
所
は
各
学
校
で
決
め

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
教
職
員
へ

の
学
習
や
実
地
訓
練
は
全
校
で
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
部
長　

平
成
十
九
年
度

末
に
本
市
独
自
に
策
定
し
活
用
し

て
い
る
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
二
十
四
年
度

末
に
兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
策
定

さ
れ
た
「
学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で

は
、
万
が
一
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起

こ
し
た
際
の
対
応
と
し
て
、
エ
ピ

ペ
ン
注
射
な
ど
の
治
療
薬
の
保
管

場
所
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
や
、

保
護
者
か
ら
使
用
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
及
び
注
意
点
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
書
面
に
し
て
お
く
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ピ
ペ
ン

注
射
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
学
校
長
に
対
す
る
研

修
を
は
じ
め
、練
習
用
の
器
具「
エ

ピ
ペ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
」
に
よ
り
、

各
学
校
で
研
修
や
講
習
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
自
然
災
害
か
ら
市
民
の
命
と
財
産

　

を
ど
う
守
る
の
か
に
つ
い
て

　
　

地
震
で
の
建
物
倒
壊
等
を
防
ぐ

　
　

支
援
策
の
効
果
と
更
な
る
充
実

　
　

の
必
要
性
／
津
波
災
害
か
ら
住

　
　

民
を
守
る
た
め
の
対
策
／
水
害

　
　

へ
の
予
防
的
治
水
対
策
、
特
に

　
　

浸
水
想
定
地
域
へ
の
対
策

○
交
通
弱
者
解
消
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

　
　

上
荘
地
区
で
行
っ
て
い
る
社
会

　
　

実
験
の
現
在
ま
で
の
分
析
と
今

　
　

後
の
見
通
し
／
消
費
税
率
引
き

　
　

上
げ
の
場
合
で
も
乗
車
料
金
の

　
　

据
え
置
き
は
可
能
な
の
か

○
教
育
の
一
環
と
し
て
の
学
校
給
食

　

の
あ
り
方
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等

　

に
対
す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て

　
　

学
校
給
食
を
志
方
中
学
校
以
外

　
　

の
中
学
校
に
も
拡
大
し
て
い
く

　
　

こ
と
の
必
要
性

議
員　

先
進
地
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
検

診
（
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
）
を
活

用
し
、
胃
が
ん
検
診
の
対
象
者
を

効
果
的
に
絞
り
、
内
視
鏡
検
査
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
胃
が
ん
の
早

期
発
見
率
が
向
上
す
る
こ
と
や
検

診
の
経
費
削
減
に
効
果
が
あ
る
こ

と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
に
お
け
る
早
期
採
用
の
可
能
性

は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
の
採
用

に
つ
い
て
の
調
査
研
究
の
結
果
、

現
時
点
で
は
胃
が
ん
リ
ス
ク
の
高

い
人
が
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
間

隔
等
の
デ
ー
タ
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
や
、
検
査
を
採
用
し
た
場
合

に
急
増
が
予
測
さ
れ
る
内
視
鏡
検

査
体
制
の
確
保
等
に
課
題
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
今
後
、
医
師
会
や
保
健

セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
重
ね
、
実
現

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
が
ん
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

成
人
に
対
す
る
健
康
教
育
の
参

　
　

加
者
の
傾
向
と
効
果
／
子
ど
も

　
　

に
対
し
て
行
う
学
校
で
の
健
康

　
　

教
育
や
加
古
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
手

　
　

帳
の
活
用
／「
い
の
ち
の
授
業
」

　
　

で
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し

　
　

た
学
習
機
会
を
作
る
こ
と
／
が

　
　

ん
検
診
受
診
率
50
％
の
目
標
に

　
　

向
け
た
取
り
組
み
と
達
成
で
き

　
　

な
か
っ
た
理
由
／
胃
が
ん
の
リ

　
　

ス
ク
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
現

　
　

在
の
胃
が
ん
検
診
を
す
る
こ
と

　
　

が
妥
当
な
の
か
／
が
ん
患
者
な

　
　

ど
の
在
宅
療
養
の
実
態
調
査
、

　
　

ド
ク
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
／

　
　

が
ん
患
者
や
家
族
等
に
対
す
る

　
　

専
門
的
相
談
支
援
体
制
／
加
古

　
　

川
市
で
の
が
ん
対
策
推
進
条
例

　
　

の
制
定

議
員　

「
加
古
川
市
洪
水
・
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
よ
る

と
新
病
院
の
建
設
予
定
地
周
辺
は
、

災
害
時
に
水
没
が
予
想
さ
れ
る
地

域
と
さ
れ
て
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
被
害
予
想
で
は
死
者
三
十

二
万
三
千
人
、
医
療
機
関
で
の
受

け
入
れ
困
難
者
二
十
九
万
人
な
ど

甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
が
、

市
民
の
命
を
守
る
病
院
は
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
。

企
画
部
長　

内
閣
府
に
お
け
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
公
表
し
た

本
市
の
最
大
津
波
高
は
三
メ
ー
ト

ル
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
新
統
合

病
院
建
設
用
地
は
、
本
市
の
想
定

津
波
高
を
三
・
八
五
メ
ー
ト
ル
と

し
て
策
定
し
た
「
兵
庫
県
津
波
被

害
警
戒
区
域
図
」に
お
い
て
も「
津

波
被
害
警
戒
区
域
外
」
と
さ
れ
て

お
り
、
問
題
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
市
民
生
活
の

　

今
後
に
つ
い
て

　
　

自
民
党
公
約
違
反
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

　
　

加
／
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
加
古

　
　

川
市
へ
の
影
響
／
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

　
　

に
よ
り
市
民
生
活
の
安
心
・
安

　
　

全
は
ど
う
な
る
の
か

○
加
古
川
市
民
病
院
統
合
再
編
事
業

　

と
移
転
計
画
に
つ
い
て

　
　

七
月
一
日
か
ら
実
施
の
院
外
処

　
　

方
／
病
院
広
報
誌
「
つ
つ
じ
」

　
　

の
広
報
／
市
民
病
院
の
外
来
受

　
　

診

○
カ
イ
ン
ド
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い

　

て

　
　

カ
ー
ド
の
活
用
状
況
／
医
療
機

　
　

関
で
の
活
用
状
況
と
今
後
の
展

　
　

開

○
請
願
第
三
号

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
定
数
改

善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

二
分
の
一
復
元
に
関
す
る
件
（
兵

庫
県
教
職
員
組
合
　
加
印
支
部
　

支
部
長
　
寺
見
　
保
正
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉

○
請
願
第
四
号

加
古
川
市
発
注
入
札
に
係
る
最
低

制
限
価
格
の
適
正
価
格
へ
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
請
願
書

（
建
部
工
業
株
式
会
社
　
代
表
取

締
役
専
務
　
建
部
　
成
之
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉

○
請
願
第
五
号

国
民
の
生
活
保
護
申
請
権
を
侵
害

し
、
餓
死
・
孤
立
死
を
生
み
出
す

生
活
保
護
法
「
改
正
」
案
の
廃
案

を
求
め
る
請
願
書

（
加
古
川
生
活
と
健
康
を
守
る
会 

会
長
　
吉
川
　
ヒ
ロ
子
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉

○
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
及

び
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備

製
造
請
負
契
約
締
結
の
こ
と

　

緊
急
通
報
に
的
確
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

契
約
金
額
　

七
億
八
千
二
百
二
十
五
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル　

近
畿
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
営
業
部

　
　
　
　
　
　
　

〈
全
会
一
致
〉

　

採
択
と
な
っ
た
も
の

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る

関
係
者
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

　

学
習
と
危
機
管
理
に
つ
い
て

　
　
　
井
上
　
津
奈
夫
　
議
員

内
閣
府
が
進
め
る
南
海
ト
ラ
フ

　

地
震
対
策
と
病
院
移
転
計
画

　
　
　
　
岸
本
　
建
樹
　
議
員

　
平
成
二
十
五
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
は
じ

め
、
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
条
例
案
、
契
約
案
な
ど
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
な
ら
び
に
本
会
議
で

の
審
議
を
経
て
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議 決議 決契 

約

議会交際費を公開します

※議会交際費の支出内容を、市役所行政資料室（消防
　庁舎2階）で公開しています。
※原則として個人名は除きます。　　　　　　　　　
　

平成24年度議会交際費執行状況
　 区 　 分 　
慶 弔 せ ん べ つ
賛 　 助
贈 呈 記 念 品
懇 談 接 遇
そ の 他
　 合 　 計 　

件数
30
1
2
0
2
35

  金額（円）
444,825
10,000
8,520

0
34,860
498,205

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
の
早
期
実
現
の

　

可
能
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
木
谷
　
万
里
　
議
員

傍　聴

議場見学

　市議会は市民の生活に直接かかわりのある予算や条例等の重要な事項を決定し
たり、市長等の執行機関の仕事が適正に行われているかを監視するなど、大切な
役割を担い、さまざまなことを話し合っています。
　この市議会の様子を傍聴することや、議場を見学することができます。

・本会議や委員会を傍聴することができます。
・傍聴の際には、当日、受付で住所と氏名を記入してください。
・議場の傍聴席は77席（車いす席５席含む）、委員会室は15席でいずれも先着順
　です。

・本会議が開かれていないときに、議場を見学できます。
・見学可能な時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。（土曜・日曜・
　祝日・年末年始を除く。）
・申し込み人数は、おおむね10名以上でお願いします。
・議場見学は予約制です。ご希望の方は、事前に議会事務局（☎４２７・９３０
　３）までご連絡ください。

市議会の傍聴や議場の見学をしませんか

●●請願

六
月
一
九
日
に
開
催
し
た
本
会
議
最
終
日
に
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
か
ら
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

○
一
問
一
答
方
式
の
導
入
に
つ
い
て

　
市
民
に
論
点
が
分
か
り
や
す
く
、
議
論
の
活
発
化
が
期
待
で
き
る
と
し
て
、
一
つ
の
質
問
ご
と
に
答
弁
を

行
う
、
一
問
一
答
方
式
を
出
来
る
だ
け
早
期
に
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
よ
り
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た


